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■　糟屋６町合併研究会事務局　〒 811-2301  糟屋郡粕屋町大字上大隈 55 番１  糟屋郡自治会館内３階
■　電  話 939 - 9966　FAX 939 - 9967   E-mail  info@kasuya6gappei.jp

【経過報告】
　平成 19年 11 月 14 日
第５回糟屋６町合併協議会設立準備会　　　
①平成 20 年度合併協議会予算案および各町
　の負担予定額
②合併協議会の設置時期
③合併方式の方針
④合併期日の方針
⑤合併協議会の会長の選任
⑥合併協議会の会長の職を代理する副会長の
　順序

⑦合併協議会設置議案の議会上程日の調整
⑧合併協議会の日程調整
⑨糟屋６町合併研究会の解散期日
⑩準備会決定事項に関する確認書の作成
⑪合併協議会設置に関する協議書の作成
⑫合併協議会規約に関する協議書の作成
⑬合併協議会設置に関する事務手続き

などについて協議されました。

　

糟
屋
６
町
は
、
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
や
博
多
港
、

福
岡
空
港
に
近
い
反
面
、
各
地
区
で
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

都
市
基
盤
の
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
共
交
通
は
、
Ｊ
Ｒ
篠
栗
線

と
Ｊ
Ｒ
香
椎
線
が
域
内
を
東
西
に
走
り
、

域
内
に
13
駅
あ
り
ま
す
が
、
福
岡
市
中
心

部
と
域
内
を
結
ぶ
バ
ス
交
通
へ
の
依
存
度

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
筑
紫
野
・
古
賀
線
を
結
ぶ
（
糟

屋
６
町
を
結
ぶ
）
バ
ス
路
線
が
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
高
速
自
動
車
道
路
網
に
つ
い

て
は
、
地
域
内
を
北
東
か
ら
南
西
方
向
に

九
州
自
動
車
道
が
縦
断
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
っ
て
福
岡
都

市
高
速
４
号
線
が
走
っ
て
い
ま
す
。
両
道

が
交
差
す
る
、
粕
屋
町
の
北
東
部
に
は
福

岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
九
州
自

動
車
道
上
に
は
須
恵
ス
マ
ー
ト
チ
ェ
ン
ジ
、

福
岡
都
市
高
速
４
号
線
上
に
は
粕
屋
ラ
ン

プ
が
あ
り
、
粕
屋
町
を
中
心
に
流
通
機
能

が
集
積
し
て
い
ま
す
。

　

糟
屋
６
町
は
、
九
州
・
西
日
本
を
代
表

す
る
福
岡
市
に
隣
接
し
な
が
ら
、
東
部
か

ら
南
部
に
か
け
て
は
大
宰
府
県
立
自
然
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
三
郡
山
地
に
代
表

さ
れ
る
砥
石
山
や
三
郡
山
、
若
杉
山
な
ど

の
山
林
地
帯
が
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
砥
石
山
・
三
郡
山
を
源
と
す
る

宇
美
川
、
須
恵
川
が
合
流
し
、
同
じ
く
三

郡
山
地
を
源
と
す
る
多
々
良
川
に
宇
美
川

が
流
れ
込
み
博
多
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

河
川
は
い
ず
れ
も
流
路
延
長
が
短
く
、
流

域
面
積
も
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
気
候

は
日
本
海
型
気
候
に
属
し
、
比
較
的
温
暖

で
す
。

　

糟
屋
６
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
自
然
は
域
内
住
民
だ

け
で
な
く
、
都
市
圏
住
民
に
う
る
お
い
を

与
え
る
も
の
と
し
て
、
保
全
や
活
用
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

糟
屋
６
町
は
、
ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
都

市
を
目
指
し
、
１
４
０
万
人
以
上
の
人
口

を
擁
す
る
政
令
指
定
都
市
福
岡
市
の
東
側

に
位
置
し
、
９
市
10
町
で
構
成
さ
れ
る
福

岡
都
市
圏
の
一
部
を
な
し
て
い
ま
す
。

　

面
積
は
糟
屋
６
町
合
計
で
１
４
５
・
70

㎢
で
、
最
も
広
い
篠
栗
町
が
38
・
90
㎢
、

最
も
狭
い
志
免
町
が
８
・
70
㎢
と
な
っ
て

お
り
、
交
通
手
段
が
発
達
し
住
民
の
行
動

範
囲
の
広
域
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は
、
住

民
の
生
活
行
動
範
囲
と
行
政
区
域
が
一
致

し
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
町
で

文
化
ホ
ー
ル
な
ど
類
似
施
設
を
所
有
し
て

お
り
、
広
域
的
に
み
る
と
重
複
投
資
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
都
市
圏
は
、
鹿
児
島
本
線
や
博
多

湾
に
沿
っ
て
南
・
北
・
西
方
向
に
都
市
が

発
達
し
、
糟
屋
６
町
の
あ
る
東
方
向
は
遅

れ
て
都
市
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

糟
屋
６
町
は
、
宅
地
や
産
業
用
地
の
需
要

に
基
づ
き
、
近
年
、
有
数
の
人
口
急
増
地

域
と
な
っ
て
お
り
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
定
協
の
設
置
の
議

決
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月

14
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
、

第
５
回
糟
屋
６
町
合
併
協
議

会
設
立
準
備
会
の
中
で
、
６

町
の
町
長
に
よ
り
協
議
さ
れ

て
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
会

議
で
は
、
12
月
の
各
町
の
議

会
で
同
法
定
協
の
設
置
議
案

を
上
程
し
、12
月
21
日
（
金
）

糟
屋
６
町
の
合
併
構
想
が
白
紙
に 

法
定
合
併
協
議
会
設
置
議
案
を
否
決

　

糟
屋
中
南
部
６
町
（
宇
美
町
、
篠
栗
町
、
志
免
町
、
須
恵
町
、
久
山

町
、
粕
屋
町
）
の
合
併
問
題
で
、
12
月
の
各
町
の
定
例
議
会
で
法
定
合

併
協
議
会
（
法
定
協
）
の
設
置
議
案
が
上
程
さ
れ
、
粕
屋
町
と
久
山
町

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
糟
屋
６
町
の
合
併
構
想
は
白
紙
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
各
町
が
新
た
な
道
を
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

に
６
町
が
同
時
に
採
決
を
行

う
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
法
定
合
併
協
議
会
設

置
の
議
決
は
、
６
町
の
う
ち

１
町
で
も
否
決
す
れ
ば
、
現

在
協
議
さ
れ
て
い
る
６
町
の

枠
組
み
が
破
た
ん
す
る
も
の

で
し
た
。
今
回
の
否
決
に
よ

り
、
合
併
新
法
の
期
限
が
切

れ
る
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

の
合
併
は
困
難
な
状
況
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
設

置
さ
れ
て
い
る
、
糟
屋
６
町

合
併
研
究
会
事
務
局
も
解
散

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

否決されたことにより解散する、糟屋６町合併研究会事務局


